
松中ＨＰ

https://www.otaru.ed.jp/matsugae/ 学校だより 第６号 発行日 令和５年９月２９日

《教育目標》根気・勇気・元気
～令和５年度の重点～

人を大事にする温かい学校づくり
‘チーム ＭＡＴＳＵＮＡＫＡ,
自律的に行動できる人を目指して

先日、お彼岸のお墓参り
をしてきました。お盆のお
墓参りは大勢の人たちがお
寺を訪れるのでとても賑や
かな雰囲気であるのに比べ、
春や秋のお彼岸は人も少な

く、静かな雰囲気で心が落ち着きます。
これから、益々秋が深まっていきますので、お体

に気をつけてお過ごし下さい。
校長 齋藤 直幸

『４年ぶり有観客の学校祭』

【デザイン：藤田珠利亜さん(3-2）／制作：実行委員会】

この絵は、多くの応募の中から選ばれたデザイン
を、実行委員が学校祭のために制作した横幕で、学
校の玄関を入った廊下の壁に掲示されています。記
録的な暑さだった夏休みにも活動を行い、２学期始
業式の日に全校生徒へ披露されました。
また、生徒会書記局では、横幕のデザインだけで

なく、学校祭のテーマやテーマ曲を決めるときにも
全校生徒や全学級から意見を集め、みんなで決定し
ていきました。『チーム ＭＡＴＳＵＮＡＫＡ』の
リーダーとして、様々な場面で心配りをしながら物
事を進めていく姿勢にとても感心しました。
こうして自分たちの力で創り上げた学校祭は、大

変価値のあるものであり、中学校生活の大きな思い
出になったことでしょう。そして、来場して下さっ
た保護者や地域の皆様にとっても、心に残る学校祭
になったのであれば幸いです。

この３年間、なかなか思い切
り歌うことができない時期を過
ごしました。歌えても、マスク
着用であったり、少人数で間隔
を空けたり、無観客だったり…。

今年度もなんらかの制限がある中での練習でした
が、辛抱強く取り組んできた生徒達は立派です。
また、合唱は耳で聴くだけではなく、目で見た

「一人一人の表情や姿勢」「集団の一体感」も聴く
人の心に大きな影響を与えます。一所懸命指揮をし
たり、伴奏したり、歌ったりする生徒達の姿を見て、
感慨深いものがありました。良い発表会でした！

学芸専門委員長の

岩松莉香さん(3-1)が

呼びかけを行い、学

芸専門委員や呼びか

けに賛同した生徒が、

小樽図書館に展示す

るPOP作りに取り組み

ました。小樽図書館

司書の加藤久美子さんにアドバイスいただきなが

ら、とても素敵なPOPができあがりました。図書館

の玄関を入って左側のベストポジションにキレイに

展示していただき、「貸出中」となっている本もた

くさんありました。（展示期間は9/16～28でした）

～加藤さん（司書）から～
「生徒さんからやらせて欲しいと言ってもらったの
は初めてで、とてもうれしかったです。何回も相
談に来てくれました。これからも続けてくれたらう
れしいです。」
※加藤さんのお話を伺っていると、こちらもうれしい

気持ちになりました。

音楽発表会を終えて

～小樽図書館にPOP展示～
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 ９月１４日（木）から本格的に始まった学校祭活動。全校

生徒が一丸となって、上記テーマの実現に向けて取り組んで

きました。今年度は多くの保護者や地域の皆様のご来校をい

ただき、数年ぶりに有観客で学校祭を開催できたことを大変

嬉しく思います。保護者の皆様にとっても、子どもたちの活

動を間近でご覧になり、同じ時間を同じ空間で共有できる楽

しいひと時だったと思い 

ます。生徒会が中心とな 

り行った開祭式、フリー 

ステージ、閉祭式。各学 

年のステージ発表。様  々

な場所に展示されていた作品。どれもが見ごたえがあり、今

日までの子どもたちの意欲、頑張りが感じられるものばかり

でした。いい１日、いい学校祭でした。 

 生徒の皆さん、準備から本番まで本当にお疲れ様でした。 

保護者・地域の皆様、ご来校いただきありがとうございま

した。また、いつも温かく見守ってくださりありがとうござ

います。 

 

 

 ９月２８日（木）、音楽発表会が行われました。各学年ごと

に歌う学年合唱と全校合唱の４曲が合唱され、歌声が体育館

いっぱいに響きわたりました。１年生から順に、１年生は

『Let’s search for tomorrow』。２年生は『大切なもの』。

３年生は『時の旅人』を合唱し、最後に、全校生徒が一つに

なって『COSMOS』を合唱しました。限られた時間を有効に

使って練習してきた成果が、それぞれの合唱に表れていまし

た。保護者・地域の皆様には多数 

ご来校いただき、子どもたちへ心 

温まる拍手喝采をいただき、あり 

がとうございました。 

 

 

 ９月１３日（水）、全校で一斉に『悩みや不安を抱えたとき

に、１人で抱え込むのではなく、互いに相談できるような望

ましい人間関係を確立していくことのできる態度や能力を身

につける』ための特別活動の授業を行いました。『上手な聴き

方』ができ、その後『あたたかい言葉かけ』をしてくれる人

には相談しやすいのではないでしょうか。今回の学習を通し

て、そのような体験をみんなにしてもらい、『上手な聴き方』

と『あたたかい言葉かけ』について考えてもらいました。授

業のふり返りでは、『話しやすい環境って大事だなと思いまし

た。聴いている相手のリアクションがいいと自分もだんだん

素が出せるのでwinwinでいいなと思 

いました。』『…これからの自分の生活 

にいかしていきたいです。』等、様  々

な感想が出ていました。 

  

 ９月８日（金）に２学期の中間テストが実施されました。

結果はどうだったでしょうか。結果は結果として受け止める

ことが大切ですが、さらに大切なのはその過程がどうだった

のかをしっかりと分析することです。２学期の期末テストは

１１月１３日（月）です。今回の結果に至った過程をしっか

りと振り返り、テスト当日に至るまでの日々をどのように過

ごすのかを考えて、行動し、次回のテストに臨んでほしいと

思います。１学期末の生徒アンケート『家庭学習の習慣が身

についている』に『当てはまる・どちらかと言えば当てはま

る』と答えている生徒は全校で36％でした。家庭学習の習慣

化が子どもたちの学力の定着、向上につながります。各家庭

でも習慣化に向け、声かけをお願いします。 

 

 

 小樽市青少年読書感想文コンクールで、多くの生徒が入賞、

入選に選ばれています。入賞作品は全道へ出品されます。 

【入賞】「スクラッチ」を読んで 上田遥（１年） 

努力が実った木 原永絆（２年） 

今、世界の空は何色か 岩松莉香（３年） 

「ある晴れた夏の朝」を読んで 佐々木悠凪（１年） 

戦争を忘れてはいけない 長谷川遼（１年） 

「夏の庭」を読んで 鈴木凜和（１年） 

【入選】「カラフル」を読んで 清水楓太（１年） 

    はじめの勇気 山本博文（１年） 

    砂漠のリアルムシキング 小林蒼真（１年） 

    読書苦手な僕が好きになった唯一の一冊 武政光星（２年） 

    愛、友情、幸せ＝人生 谷川美月（１年） 

    海に願いを風に祈りをそして君に誓いを 平嶋美莉（１年） 
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学校祭後片付け 

専門委員会（前期反省） 

立会演説会・PTA事務局会議③ 

職員会議 

スポーツの日 

ALT来校週 

復習テストB（３年）・専門委員会（後期計画） 

小樽水産高１日体験入学 

英検 IBA 

研修日・漢字検定 

ALT来校週 

小樽市教育研究会④・市P連全市研究大会 

生徒総会 

教育相談① 

新入生体験入学 
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